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PURABYK-R 5511 XR

PURABYK-R 5511 XR
活性化フィロケイ酸塩をベースとした水系用レオロジー添加剤で、パーソナルケア用途に
おいてチキソトロピーな流動挙動を発現（NATRUE認証）
 
PURABYK-R 5511のガンマ線照射滅菌バージョン

製品データ

組成
変性/活性化フィロケイ酸塩（INCI名：Bentonite）

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、製品規格ではございません。

かさ密度: 550–750 kg/m³
pH (2 %水): 約10
含水率: 最大13 %
ふるい残渣 (45 µm): 最大 5 %
総生存数: 最大 100 cfu/g
ホワイトネス(Elrepho R 457):約60–65 %
色: オフホワイト
形状: 流動性粉末

貯蔵および輸送
PURABYK-R 5511 XR は吸湿性があるため、未開封の状態で 0 ℃～30℃の温度で乾燥した状態で輸送お
よび保管をしてください。

適用分野

パーソナルケア

特長
PURABYK-R 5511 XRは、水系においてチキソトロピーな流動挙動を示し、優れた沈降防止特性を発揮しま
す。これにより、貯蔵安定な配合の製造が可能になり、それらの適用が容易になります。本添加剤は純粋な
無機物であり、希釈した酸や塩基に対して安定です。PURABYK-R 5511 XRで製造されたゲルは酸化にも
耐性があります。この添加剤は、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、およびほとんどのエマル
ションと顔料に適合します。 
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PURABYK-R 5511 XR

推奨用途

プレスパウダー X

チーク X

アイメイク X

フェイスマスク x

液体メイク Y

スキンクレンジング製品 Y

■ 最適     □ 適

推奨添加量
用途に応じ、全配合に対して添加剤として、1–10 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
PURABYK-R 5511 XRは、親水性で、水で簡単に濡らすことができます。冷水ではすでに膨潤し始めます
が、温水を使用すると分散が促進されます。最適な効率を得るためには、材料の完全な分散が必要になり
ます。したがって、PURABYK-R 5511 XRは、例えばディゾルバーを使用するなどして、高いせん断力下で混
合してください。

本添加剤は、あらかじめ製造されたプリゲル（PURABYK-R 5511 XRを5～10％含有）として使用することが
できます。高せん断下で約15分間撹拌することを推奨します。増粘後の影響を避けるため、このプレゲルは 
このプレゲルは、処方に配合する前に一晩熟成させる必要があります。プレゲル をゆっくりとｋ撹拌しながら
水に加えます。

PURABYK-R 5511 XRは、配合の水相に粉末として添加することもできます。
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